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Beyond 5G のレジリエンスを実現する
ネットワーク制御技術の研究開発

研究概要：頻発・深刻化する自然災害に対するレジリエンス向上と脱炭素社会への転換に対応した、
グリーンでレジリエントなB5Gネットワーク（NW）おけるNW制御技術を確立する。平時には、再生
可能エネルギーと蓄電池による自立電源で可能な限り、B5G NWのRAN（Radio Access 
Network）を稼働させ、災害時には、自立電源により生き残ったRANに関して、電力も含めたNWリ
ソースの適応制御により、通信を確保するグリーンでレジリエントなvRAN（virtual RAN）を実現する。
このため、SDNとNFVにより仮想化されたNWアーキテクチャを前提として、災害に応じて、vRANにおける
セル構成を適応制御する研究開発を実施する。
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SDN: Software Defined Networking
NFV: Network Functions Virtualization


